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研究分野：医歯薬学 
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看護プログラム 
 
１．研究計画の概要 
 本研究は、看護学基礎教育を行なっている
大学と小児外来をもつ臨床現場が協同・連携
して子どものヘルスプロモーションの促進
に向けた看護プログラムを実践し、基礎教育
における外来看護実習の位置づけの明確化
と、子どものヘルスプロモーションに向けた
外来看護のモデル構築を目指すことを目的
としている。具体的には、 
（１）国内外の子どものヘルスプロモーショ 
ンや外来看護に関する資料･情報収集の実施 
（２）外来看護実習の受け入れ状況、実習実
施状況について医療機関、教育機関の調査の
実施 
（３）子どものヘルスプロモーションに向け
た看護プログラムの開発と実践評価 
（４）子どものヘルスプロモーションを支え
るための外来看護の検討と提言 
（５）看護基礎教育における外来看護実習カ
リキュラム案の提案 
 
２．研究の進捗状況 
（１）文献検討および海外視察：特に日本で
は外来看護としての子どものヘルスプロモ
ーションに関する文献は少なく、イギリスの
大学 2 箇所および子ども病院等 4 箇所の見
学・意見交換を通して、子どものヘルスプロ
モーション支援のための基礎教育と実践と
の連携について検討した。 
（２）看護基礎教育機関および医療機関への
全国調査とフォーカスグループインタビュ
ー調査の実施：約 60%の基礎教育機関で 2 日
以内の外来実習が行われているが、実習内容

を深めるための指導体制や時間、場の課題が
あげられていた。また医療機関においては、 
実習を受け入れている病院においては、学生
の準備状態、指導体制についての課題が教育
機関同様にあげられており、教育・臨床現場
双方から課題解決策を検討していくことが
示唆された。 
（３）日本外来小児科学会のワークショップ
の企画・運営：継続的に外来看護の課題や実
習について検討し、その内容を外来小児科に
掲載している。 
（４）看護プログラムの作成と実施･評価：
子どものヘルスプロモーションに向けた看
護プログラム 5種類を作成した（診察･吸入･
点滴･採血･予防接種）。現在アウトカムモデ
ルに基づき、３つのプログラムを実践・評価
している。3 プログラムは継続的に、2 プロ
グラムは新たに実践評価を行う。プログラム
の公開を通して外来看護師への啓発活動と
ヘルスプロモーションの外来看護実践を検
討する。 
（５）小児看護学における外来看護実習カリ
キュラムの検討：外来実習内容は、19 項目
92内容について抽出し、具体的指導方法を含
めて精選後、内容確認のための調査を実施予
定である。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
当初の計画内容から照らすと、（１）～（５）
の内容すべてについて進めることができて
いる。しかし、看護プログラムについてはま
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だ新規に実践評価するものがあること、検討
してきたものの公表が遅れていることなど
が、②の理由である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 研究期間は残り 1年間であるが、看護プロ
グラムを継続的に進める計画はすでに出来
ている。また、外来看護実習カリキュラム、
外来看護の方略についても提言の見通しが
立っており、特に問題はない。 
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